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各位 

 

ＪＡ三井リース株式会社 

 

三井物産デジタル・アセットマネジメント株式会社へ資本参加 

～リース・融資債権等のデジタル証券化による新金融サービスの組成を支援～ 

 

 

 ＪＡ三井リース株式会社（本社：東京都中央区、社長執行役員：新分敬人、以下「ＪＡ三井リース」）は、デジタル技

術を活用した不動産・インフラ等のファンド組成・運用（現在ライセンス登録準備中）を行う三井物産デジタル・アセ

ットマネジメント株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：上野貴司、以下「MDM」）に出資しましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．出資参画の背景・目的 

MDM は、デジタル技術を活用した不動産・インフラ等のファンド組成・運用を行う金融サービス会社として、幅広

い投資家層に向けた実物資産への投資機会の提供を目指しております。アセットマネジメント業務における DX を

推進し、最新テクノロジーを用いた運用業務の効率化や、ブロックチェーン技術を活用したセキュリティトークン発

行による資金調達等（「デジタル証券プロジェクト」）を実行し、今後 3 年以内に運用資産残高を 1,000 億円規模に

拡大することを目標としています。今後、MDM は、デジタル証券プロジェクトを通じて、従来「プロ投資家」を主な対

象としていた不動産・インフラ投資に関し、個人向け投資商品を開発・販売していく予定です。 

 

ＪＡ三井リースは、中期経営計画「Real Change 2025」において、ビジネスモデル転換による専門領域拡大を基

本方針の１つに掲げ、先端技術を持つスタートアップ企業への出資、販売協力等、金融の枠組みを超えた協業に

より次世代ビジネス参入への布石を打ってまいりました。今回の出資は、MDMのビジネスモデルの将来性に加え、

ＪＡ三井リースが保有するリース・融資債権を裏付けとしたデジタル証券の発行等、新たな分野での協業可能性も

期待し、決定したものであります。 

 

本資本参加を契機とし、ＪＡ三井リースは、MDM が取り組むデジタル証券の商用化・普及を後押しし、投資家の

利便性向上・裾野拡大を通じて産業インフラ分野等での資金調達に貢献することで、サステナビリティ経営上の重

要取組課題（マテリアリティ）の一つである「技術革新による豊かな社会の実現」を目指してまいります。 
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2．MDMの会社概要 

 社名  三井物産デジタル・アセットマネジメント株式会社 

 事業所所在地  東京都中央区東日本橋 3丁目 4−18東日本橋 EX ビル 5階 

 設立年月  2020 年 4月 

 資本金  5.6億円（増資後） 

 株主構成 

 三井物産株式会社、株式会社 LayerX、 

 SMBC日興証券株式会社、三井住友信託銀行株式会社、 

 JA三井リース株式会社 

 代表者  代表取締役社長 上野貴司 

 事業内容 
 ブロックチェーン技術を活用した、不動産・インフラを中心とする 

 実物資産のアセットマネジメント事業 

 URL https://corp.mitsui-x.com/ 

 

 

【関連する SDGs】 

    

以上 

 

 【本件に関するお問い合わせ先】 

経営管理部 広報ＩＲ室  電話：03-6775-3002 


